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【背景】光周波数コムの発振周波数は繰り返し周波数 frep とオフセット周波数 f0 の二つの観測可

能なマイクロ波周波数で表すことができる。このことにより、直接測定の困難な光の絶対周波数

測定が可能となる。光の絶対周波数測定は、原子や分子の遷移周波数の精密な測定や、それらの

精密なコントロールをするためのレーザー制御に必要不可欠である。光周波数コムによる絶対周

波数測定は、測定対象の CW レーザーとコムのビート fbeat とることでなされる。ビートをとるこ

とにより、測定対象のレーザーの光周波数 fCWはコムのモードナンバーn を用いて、fCW = ±fbeat±

f0＋n×frep と表すことができる。fbeat、f0、frep はすべて周波数カウンタ等で容易に測定できるが、

fbeat、f0の符号と n の決定のために煩雑な測定が必要であった[1]。 

【実験】過去の発表で我々は差周波発生を用いたオフセットフリーコムを 1 μm 帯で発生させるこ

とに成功した[2]。オフセットフリーの特徴を生かすと、fbeat、f0の符号の決定を簡略化でき、単純

な frep 測定のみで絶対周波数を求めることが出来る(図 1)。そのデモンストレーションとして、超

高安定共振器に安定化した CW レーザー(1053 nm)の絶対周波数測定を行った(図 2)。また本研究

ではオフセットフリーコムのスペクトル広帯域化に成功した(図 3)。この広帯域スペクトルと簡便

な測定法を組み合わせる事で、我々はこのコムが CW レーザーを入射ポートに入れるだけで自動

的に絶対周波数を返すようなデバイスへの応用が可能になると考えている。 
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図 1 コムによる絶対周波数測定 図 3 広帯域化したオフセットフリー 

コムのスペクトル 

図 1 オフセットフリーコムの 

frep測定結果 
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